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●せがわ貞清議員の政策と人柄を紹介します 

 みなさん、こんにちは。せがわ貞清です。市議会に送り

だしていただき4年が経過しました。私は、前回の市議会

議員選挙で「憲法を暮らしに生かす」ことを第一の公約に

掲げて、ご支持を頂きました。以来、平和、福祉、教育お

よび生活環境の整備に力をいれて議員活動に取り組んでき

ました。引き続き、みなさんの要望実現のために全力で取

り組んでまいります  

2022年１月号外 

♣新型コロナ・ワクチン3回目の接種を安全・迅速に

すすめ、いつでもどこでも受けられるPCR検査の実

施、医療体制の強化につとめます。 

♣国保税を協会けんぽ並みに大幅引き下げ、子どもの

均等割りを免除します。 

♣介護保険の保険料・利用料の負担軽減、年金で入れ

る介護施設の整備、特養ホームの入所待ち解消にがん

ばります。 

♣米価大暴落に歯止めをかける施策の実施、農家の戸

別所得補償の復活を求めます。 

新型コロナ対策 

 高齢者施設への抗原検査キット配布、家賃補助、事業者支援 

  新型コロナ感染から市民の命とくらしを守るために、検査拡大・ 

  医療体制強化・事業者支援を訴えてきました。 

国保税 

 1人1万3千円の引き下げ実現 

  重税感が一番重い国保税。公約を守って、1人1万3千円の引き下げ 

  を実現しました。 

子ども医療費助成 

 高校生まで半額助成 

  近隣自治体と比べて遅れていた子ども医療費助成を拡大し、高校 

  生まで半額助成を実現。 
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【略歴】●1950年生まれ●

常盤小学校、東水沢中学校、

水沢高校卒業。７3年岩手大

学卒●岩手通運（株）勤務を

経て、農民組合専従。●日本

共産党中部地区委員長、同岩

手県委員会書記長を歴任●

2018年奥州市議に当選、1

期目 


